　　　
別紙　　　　　　　　「緑の雇用」事業の留意点等

　　1 「緑の雇用」事業の制度上の留意点
　　　　別添　令和4年度版「緑の雇用」事業リーフレットを参照してください。

(1) 「林業労働力の確保の促進に関する法律」に基づく道知事から改善計画の認定を受けた
　事業主であること。(認定事業主)
[bookmark: _Hlk64367397](2)  林業作業士(フォレストワーカー :  FW)  研修の研修生は、当担い手支援センターが開催する集合研修への参加と貴林業経営体が実施する実地研修(OJT)の両研修とも受講することが必要です。
　ただし、北海道立北の森づくり専門学院卒業生は、FW1年目の集合研修は省略することができる。
　　　
　　(3)　研修生の要件については、リーフレットのとおりですが、詳細については次の通りです。
➀  FW1年目の雇用契約により採用される者とは、令和5年4月1日以前に採用される者です。
　  (トライアル雇用はこの限りでない。)
②  林業就業経験とは、現在の林業経営体だけでなく今までに雇用された林業経営体での
林業現場作業(造林から保育、伐採・搬出に至る木材生産を行うための一連の作業)に従事
した通算の期間です。事務、工場勤務などは除外します。
➂  林業作業士(FW)１年目の研修生は、上記➀及び②を基準に「林業就業経験通算２年未
満」とし、参考例として「高卒後すぐに令和3年4月1日採用となりそのまま令和5年
4月1日まで林業現場作業に従事されている者は対象外、令和3年4月2日以降の採用
は対象」となります。
  ④　多技能化研修は、拡充し多能工化研修に変わっています。

(4)　林業作業士(FW)は、１年目研修から順次、２年目３年目とつながっていきます。つなが
りは各年目ごとで研修修了していることが必須です。

(5)　実地研修(OJT)では、林業経営体での指導員が必須です。
「指導員の資格」は、現場管理責任者(フォレストリーダー : FL )か統括現場管理責任者(フォレストマネージャー : FM )研修修了者となります。なお、令和5年度は特例として、
令和5年度にFL又はFM研修を受講し修了できる予定の者は「みなし指導員」として指導が可能となっております。詳細はつぎのとおり

　　　　(みなし指導員の考え方)
 両研修の日程については、フォレストリーダー研修が北海道内で12月、フォレストマネージャー研修は東京周辺で9月から10月に行われます。
         　 なお、緑の雇用実地研修(OJT)は６月から開始となる予定ですが、上記どちらかの研修を確実に受講することで、６月からの実地研修(OJT)の指導員とみなすことができます。
ただし、何らかの理由で受講できなかった場合は、当該指導員に係る実地研修(OJT)は無効となります。

· 令和6年度以降にトライアル雇用及び林業作業士(フォレストワーカー)研修を計画されている指導員資格者がいない林業経営体は、令和5年度にフォレストリーダー研修又はフォレストマネージャー研修を受講されることをお勧めします。



２　予備登録申請の留意点
　　
(1)  提出期限までに採用予定者(R5.4.1までの採用)がいない場合でも、令和5年度「緑の雇
  　　用」事業（トライアル雇用 多能工化）を活用される可能性がある場合は、予備登録申請書の提出が必要となります。
　　　なお、予備登録申請書の提出がなければ、令和5年度緑の雇用事業の対象となりませんので留意願います。

　(2)  様式においては、記入・選択ができない項目がある場合があります。その場合は、空欄とはせず、事業体情報については－（ハイフン）を選択、その他の項目で記入をする項目には０（ゼロ）を入力、選択する項目については×（バツ）を選択してください。
　
　(3)  令和4年度に予備登録をした林業経営体は、同じ番号を記載してください。
　　　　それ以外の林業経営体は空欄です。

(4)  多能工化研修は令和４年度の緑の雇用登録事業体が対象で、４月開始のみ申請できます。
   
 (5)  パソコンのない林業経営体が申請する場合は、様式のデータが必要なため、担い手支援センターにその旨の連絡をお願いいたします。
　
　　　
 





